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The 13th Annual Meeting of Japan Research Association for Immunotherapeutics

会 期 平成28年2月27日(土)

会 長 遠藤　格
（横浜市立大学大学院医学研究科 消化器・腫瘍外科学 主任教授）

会 場 東京ガーデンパレス（東京都文京区）

【運営事務局】 〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜 2－3－12新横浜スクエアビル 14階
 TEL：045－478－0222　FAX：045－478－0083
 E-mail ：13thjrai@jrai.gr.jp  URL ：http://jrai.jp

【共　　　催】 第13回日本免疫治療学研究会学術集会／株式会社メディネット

◆特別講演
 「粘膜免疫を基盤とした次世代予防・治療戦略」
 清野　宏 （東京大学医科学研究所）
◆教育講演①
 「がんのエピゲノム研究から新しい治療法の開発へ」
 近藤　豊 （名古屋市立大学）
◆教育講演②
 「ヒト臓器の創出を目指す戦略的iPS細胞研究」
 谷口　英樹 （横浜市立大学）
◆シンポジウム
 『免疫が変える“がん治療の世界”』
◆ワークショップ
 『免疫療法の可能性』
その他、ランチョンセミナー、ポスターディスカッションを予定

募集期間：平成27年9月1日～12月15日
詳細は、ホームページでご確認ください。

http://jrai.jp

一般演題募集（ポスター）

プログラム

本学術集会会場の湯島にある「お茶の水 おりがみ会館」は安政5年創業でおりがみ発祥の地



第13回日本免疫治療学研究会学術集会 プログラム

メインテーマ：免疫が変える“がん治療の世界”
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● ＪＲ中央線・総武線「御茶ノ水駅」聖橋口
（東京駅寄りの改札）より徒歩約5分
● 東京メトロ千代田線「新御茶ノ水駅」より
徒歩約5分

● 東京メトロ丸ノ内線「御茶ノ水駅」より
徒歩約5分

● 東京メトロ銀座線「末広町駅」より 
徒歩約8分

会場アクセス参加費

※演題および講師･演者･司会等については予告なく変更させていただく場合がございます。予めご了承ください。
12:30～13:20は、ランチョンセミナーを開催いたします。みなさまのご参加をお待ちしております。

会員 6,000円（事前登録：5,000円）
一般 10,000円（事前登録：抄録集1,000円を無料）
学生 3,000円（事前登録：抄録集1,000円を無料）
※事前登録の受付はホームページで10月1日より開始します。 

シンポジウム 9:10～11:15「免疫が変える“がん治療の世界”」

教育講演① 11：30～12：10

教育講演② 14：30～15：10

ワークショップ 15：25～16：25

特別講演 16：40～17：30

ポスターディスカッション 13：45～14：15

【司会】 谷　憲三朗 （東京大学医科学研究所 ALA先端医療学社会連携研究部門）

【司会】 森安　史典 （東京医科大学 臨床医学系 消化器内科学分野）

【司会】 島田　英昭 （東邦大学 外科学講座 一般・消化器外科学分野）
 中面　哲也 （国立研究開発法人国立がん研究センター 先端医療開発センター 免疫療法開発分野） 

「肝癌とNK細胞」
大段　秀樹 （広島大学大学院 消化器・移植外科学）

「がんのエピゲノム研究から新しい治療法の開発へ」
近藤　豊 （名古屋市立大学大学院医学研究科 遺伝子制御学）

【司会】 遠藤　格 （横浜市立大学大学院医学研究科 消化器・腫瘍外科学）

「粘膜免疫を基盤とした次世代予防・治療戦略」
清野　宏 （東京大学医科学研究所 国際粘膜ワクチン開発研究センター/炎症免疫学分野）

【司会】 副島　研造 （慶應義塾大学医学部 臨床研究推進センターTR部門） 
 神垣　隆 （瀬田クリニックグループ 臨床研究・治験センター）

「免疫抑制性のがん微小環境内に対する免疫制御療法の重要性」
宮下　知治 （金沢大学 消化器・腫瘍・再生外科）

「悪性黒色腫に対する腫瘍浸潤リンパ球（ＴＩＬ）の輸注療法」
舩越　建 （慶應義塾大学医学部 皮膚科学教室）

「免疫抑制機構の観点からのがん抗原特異的免疫療法の効果増強を目指した研究」
澤田　雄 （横浜市立大学大学院医学研究科 消化器・腫瘍外科学）

「キメラ抗原受容体T細胞療法の実際と今後の展開」
中沢　洋三 （信州大学医学部 小児科医学教室）

「ヒト臓器の創出を目指す戦略的iPS細胞研究」
谷口　英樹 （横浜市立大学大学院医学研究科）

「炎症無しにがんを寛解させるTLR3 アジュバントの開発」
瀬谷　司 （北海道大学大学院医学研究科 免疫学分野）

「新生抗原をターゲットにしたがん免疫治療法の開発」
松下　博和 （東京大学医学部附属病院 免疫細胞治療学）

「Phase Ia study of FoxP3＋CD4 Treg depletion by infusion of a humanized anti-CCR4 antibody, KW-0761, in cancer patients」
黒瀬　浩史 （川崎医科大学 呼吸器内科学）

「抗PD-1抗体nivolumabを用いた卵巣がん治療への挑戦」
濵西　潤三 （京都大学大学院医学研究科 器官外科学 婦人科学産科学）

「免疫療法の可能性」


